
金
滞
古
蹟
志
巻
十
三

被
ν
成
に
付
、
居
屋
敷
知
行
賞
り
之
外
、
御
馬
第
昌
御
用
-
屋
敷
百
五
拾

歩
宛
可
=
相
波
-
旨
被
a
仰
山同
吋
と
あ
り
て
‘
従
前
は
此
の
御
厩
橋
の
札
曜

に
烏
乗
の
居
屋
数
多
〈
有
り
た
り
し
か
ど
.
後
退
々
移
締
し
、
武
村

侃
九
郎
と
い
ふ
馬
乗
の
み
は
、
後
々
ま
で
も
橋
爪
陀
居
住
せ
り
。
宮

内
紛
の
筒
左
る
薮
の
内
に
居
位
せ
る
武
村
氏
も
伺
姓
K
て
、
此
の
武

村
も
元
は
御
殴
橋
漫
に
居
屋
敷
あ
り
し
と
い
へ
り
。
武
村
氏
の
元
組

丸
郎
太
夫
の
弟
仁
有
街
門
は
・
疋
徳
元
年
に
被
=召
山
一
二
十
人
扶
持

を
賜
は
り
、
共
の
子
三
郎
太
夫
務
雲
公
よ
り
名
を
侃
九
郎
と
賜
は

り
、
家
総
百
二
拾
石
を
拝
領
す
。
出
品
政
八
年
の
頃
浅
野
川
馬
場
二
番

町
へ
部
宅
し
、
御
厩
橋
の
官
邸
は
純
外
馬
淵
限
左
街
門
拝
領
す
。
武

村
氏
の
時
は
内
馬
場
も
あ
り
た
り
と
ぞ
。
右
等
K
抑
制
り
て
考
ふ
る

に
.
此
の
地
品
曜
に
そ
の
さ
宮
馬
役
の
符
士
多
〈
居
住
し
‘
延
賓
の
頃

預
け
馬
多
く
.
右
殴
E
L
か
し
と
に
建
並
び
あ
り
た
り
し
ゅ
ゑ
K
.

此
の
地
溢

E
ぽ
御
成
町
と
呼
ぴ
.
橋
梁
も
御
既
橋
と
は
糾
し
た
る
一
な

ら
ん
。
右
馬
役
の
時
同
士
は
後
に
迫
三
時
宅
し
て
、
武
村
氏
一
人
の
み

残
り
、
厩
も
な
く
た
り
し
故
、

御
陵
町
の
町
名
も
絶
え
た
る
も
の
な

る
べ
し
。
但
し
貞
享
五
年
よ
り
元
称
三
年
頃
ま
で
の
扮
子
居
容
に
、

御
限
町
或
は
御
開
問
屋
町
橋
帯
人
た
ど
ミ
般
せ
た
れ
ば
、
此
の
時
代
は

O 

此
の
地
に
厩
あ
り
し
ゅ
ゑ
に
、
町
名
を
も
か
く
呼
ぴ
た
る
な
る
べ

し
。
御
厩
町
の
町
名
、
今
は
知
る
人
た
く
、
橋
梁
の
名
に
糾
す
る
の

み
也
。

O
御
蔵
町
寺
院
跡

点
字
二
年
の
野
町
大
蓮
寺
由
来
性
K
、
山
町
寺
閉
山
出
刊
迷
枇
臨
州
都
知
山
自

上
人
.
最
前
は
能
州
七
尾
西
光
寺
之
住
職
之
底
、附院
長
九
年
小
塚
淡

路
守
山
n
川
地
へ
招
筒
、
御
馬
屋
町
民
寺
建
立
之
庭
、
御
用
地
に
相
成
、

震
=
代
地
一於
=
地
責
煎
町
一
寺
地
拝
領
被
s
仰
付一

山地
所
K
付
御
断
巾
上
、

再
於
一
-野
町
-
拝
領
被
一
-仰
付
↓
と
あ
り
。
天
明
六
年
の
由
来
舎
に
は
.
院

長
九
年
小
坂
淡
山
町
招
樹
被
ν
致
、
御
殴
町
陀
寺
建
立
。
と
あ
り
。
此
の

外
に
も
品
川
寺
院
あ
り
け
ん
、
元
総
十
年
の
諸
宗
破
却
寺
普
上
般
に
、

民
言
宗
泉
純
院
才
川
御
厩
町
陀
有
ν
之
彪
.
三
十
六
年
以
前
家
来
不
屈

之
儀
に
付
、
寺
破
却
、
寺
放
退
陣
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
元
総
十

年
よ
り
三
十
六
年
前
は
寛
文
六
年
た
り
。
此
の
時
代
ま
で
は
御
既
橋

の
叫
叫
に
寺
院
あ
り
し
都
知
ら
れ
け
り
。

歩

O 
御

町

水
間
御
歩
町
と
混
宇
る
に
依
り
て
、
品
川
原
御
歩
町
と
も
呼
べ
り
。
哲

紀
陀
は
‘
水
車
御
徒
町
と
あ
り
。
此
の
地机
雄
、
背
は
歩
士
の
邸
地
な

り
し
ゅ
ゑ
花
町
名
と
す
。
浅
野
川
観
音
町
の
後
日
町
に
も
御
歩
町
あ

り
。
観
音
御
歩
町
と
呼
べ
り
。
え
も
歩
士
の
邸
地
た
り
。

O
歩

士
来

歴

山
院
長
十
年
の
利
長
卿
富
山
養
老
附
士
幌
K
.
歩
衆
百
五
拾
石
細
井
蹴

左
術
門

百
石
古
江
三
郎
左
衛
門・
百
石
津
田
庄
左
術
門

百
石
伊
藤

偲
七
・
五
拾
石
天
野
市
左
街
門
・
五
拾
石

懸
塚
作
太
夫
四
拾
石
田
刑
作

兵
衛
三
拾
石
原
左
助
‘
此
の
外
二
拾
五
人
皆
三
十
石
宛
也
。
叉
出
・

村
揃
五
左
術
門
組
歩
家
、
宮
崎
放
人
組
歩
裁
.
今
引
左
太
夫
組
歩
衆

と
て
=
一
組
あ
り
。
宛
行
商
は
五
拾
石
よ
り
三
寸
石
迄
也
O

究
班
四
年

の
士
般
に
は
、
=
一
百
二
拾
石
中
村
志
雄
丞
組
御
歩
抜
拾
人
分
、
二
百

七
拾
石
宵
崎
般
人
総
御
歩
柴
九
人
分
、
四
百
五
拾
石
岡
崎
切
組
御
歩
衆

拾
五
人
と
あ
り
。
務
閣
官
職
泊
考
に
、
高
治
二
年
新
規
に
召
出
さ
る

t
A

歩
士
陀
給
米
二
拾
五
石
宛
脇
は
り
、
共
の
頭
・
小
頭
を
建
て
ら
る
。

此
時
組
外
よ
り
数
十
人
命
ぜ
ら
る
。
図
事
昌
披
問
答
に
は
、
唯
今
迄

の
御
歩
は
定
番
歩
と
成
る
。

と
あ
り
。
延
安
元
年
三
月
組
頭
六
人
と

成
り
、
同
五
年
三
月
六
組
に
定
る
。
一
組
三
十
人
・
小
頭
二
人
、
是
よ

り
俗
に
六
組
御
歩
と
呼
べ
り
。
松
雲
公
夜
話
録
医
、
御
歩
者
を
御
徒

者
と
相
関
へ
差
上
ぐ
。
御
歩
顕
杯
よ
り
も
共
通
り
な
り
。
徒
者
と
ι
M
M

金四押
古
蹟
志
巻
十

調
候
て
は
い
た
づ
ら
も
の
と
読
む
べ
し
。
職
場
へ
も
歩
に
て
快
い
た

ず
者
ゆ
ゑ

K
.
歩
者
と
批
官
制
不
v
申
て
は
時
明
不
ν
巾
儀
と
.
毎
度
御

持品被
v
遊
。
と
あ
り
て
、
歩
士
は
戦
場
陀
馬
上
せ
・
ヂ
。
歩
立
陀
て
働
く

も
の
た
る
に
よ
り
、
歩
土
と
呼
べ
り
。
去
り
な
が
ら
従
前
は
歩
組
と

も
徒
組
と
も
砕
き
来
り
・
そ
の
頭
も
歩
周
或
は
徒
出
酬
と

muけ
り
。
放

に
町
名
も
御
徒
町
と
も
古
来
客
〈
事
と
す
。
或
は
一
宮
ム
ロ
此
の
町
名

止
自
は
御
歩
余
町
と
呼
べ
り
と
ぞ
。

。
歩
士
平
井
九
郎
左
衛
門
偲
話

一
登
記
に
云
ふ
。
究
永
十
一
年
利
常
卿
玉
泉
院
丸
に
御
露
地
主
逃
ら

せ
ら
れ
、
京
都
よ
り
召
寄
せ
ら
る
h

叙
左
街
門
と一
E
ふ
山
作
り
に
被
品

仰
付
一
築
山
泉
水
・
御
亭
等
前
代
未
聞
な
る
事
左
り
け
り
。
御
歩
行

千
井
九
郎
左
衛
門
も
露
地
宇
き
K
て
、
居
屋
敷
陀
山
を
築
き
作
木
E

槌
ゑ
世
吉
、
毎
夜
た
弘
吉
ば
い
を
以
て
た
h

〈
事
、
紅
諜
を
さ
そ
ふ

秋
の
風
身
に
し
む
頃
の
賎
の
女
の
確
を
打
つ
よ
り
甚
だ
し
o

阪
に
山

作
九
郎
左
街
門
と
皆
人
申
し
け
り
。
然
る
に
玉
泉
院
殿
丸
の
御
普
前

半
の
夏
の
頃
‘
大
わ
ら
は
民
か
し
ら
な
で
付
け
、
丸
臨
に
て
紡
の
怜

子
を
浩
し
、
御
前
を
さ
し
て
晶
画
り
け
れ
ば
‘
利
常
卿
御
覧
被
v
成。
何

れ
も
寄
っ
て
と
ら
で
様
子
を
削
く
に
、
狂
気
と
見
b
て
わ
け
在
宮




